
お知らせ    令和８年 ２月 吟道館本部   
Ⅰ.行事           令 和 ８ 年 行 事 予 定 

２月 ３日（火）はつはる吟詠発表会  締切１月１２日(月) 日本橋社会教育会館８Ｆホール 

  ３月 ７日（土）李白吟･松口月城吟コンクール 締切２月４日(木) 月島社会教育会館４Fホール 

  ４月 ５日（日）中央区吟詠の集い              日本橋社会教育会館８Ｆホール 

  ５月 ３日（日）第６３回石童丸コンクール東京予選 締切 4月 6日(月) ﾀﾜｰﾎｰﾙ船堀５Ｆ小ﾎｰﾙ 

  ５月２３日（土）第７回長詩発表会※定員一杯申込み終了  深川江戸資料館２Ｆ小劇場ホール 

  ６月 ６日（土）伊勢崎吟詠会せいねん部第３７回発表会       伊勢崎市ふくしプラザ 

  ６月１４日（日）第６３回石童丸千葉予選 締切５月１８日(月)        野田興風会館 

  ７月 ３日（金）音読と詩吟発表会             日本橋社会教育会館８Ｆホール 

  ８月 １日（土）第６３回石童丸コンクール決勝大会     タワーホール船堀５Ｆ小ホール 

 １０月３１日（土）吟道館流創立７０周年記念大会               日本橋公会堂 

 １１月２９日（日）凌風会創立３５周年記念大会 風のつどい           日本橋三越劇場 
  
 早くも７０周年記念の大事な年のひと月が過ぎました。会員皆様においては目標にあふれた良き 

 スタートを切られた事と思います。様々な行事へ意欲的に取り組みながら、１０月の７０周年記念 

大会へ堂々歩みを進めましょう。７０周年記念大会への申し込みを３月末とさせて頂いております。 

支部の皆様でよく御相談の上、前向きな御協力を御願い致します。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

詩吟学園（科目別勉強会：講師 四代心風）内容をリニューアルして実施します。対象五段以上。 
※参加人数増加につき本部教室で実施の場合は同じ内容で１１時からと１４時からの２回実施 
※以降毎月１回。 ２月２８日(土)本部「詩吟の特徴を考える」 ３月２１日(土) ４月３０日(木) 

② 吟道館創立７０周年記念 はつはる吟詠発表会      日本橋社会教育会館８Ｆホール       

令和８年 ２月 ３日(火) 午後１３時４５分から１６時位 

本部役員若林鵬風先生による華やかなコンダクター伴奏付き 出吟料３０００円 
  

  めでたい内容や、豪快な吟、または良い風景、きれいな情景、もしくは今年の意気込みを表す吟。 

  そして本年の大事な目標にしたい吟など。３８名が出吟。 

・支部費・師範年会費納入についての御願い 令和８年度の支部費、師範年会費の納入を御願い致し 
ます。支部費の額については、一昨年改訂させて頂いた新たな規定を御確認頂きます様お願い致します。 

また従来通り師範の資格を取得されている方は師範年会費として 3,000円本部へ納入を御願い致します。 

各支部長さんには大変御手間をおかけしますが、何卒よろしく御願い致します。※納入は本部で直接、 
または振込か書留でお願いします。振込先 郵便振替００１４０-２-７６０８５３ (有)六声社(ﾘｸｾｲｼｬ) 
 

 

・免状発行について 
 初段から七段の免状発行は年四回とします（２／１付、６／１付、９／１付、１２／１付） 

 師範・教師・八段については４/１付、１０/１付。 

➀ 令和８年度第６３回石童丸コンクールについて ※日程は行事予定を参照  
出吟料 予選大会４０００円  決勝大会５０００円 出吟順序 １部 ２部 ３部 

第１部７０才まで  第２部７１才～８０才まで  第３部８１才以上 
※令和８年４月１日時点の満年齢を基準とする。 

※令和７年第６２回大会のシード権を持っている方は予選免除の資格を有する。 
(また、シード権者も場慣れの為、各予選に出場しても良い事とする。※その場合、出吟料は発生するが得点は付けない。)   
・出場資格  制限を設けず吟道館会員で有ればどなたでも何段でも挑戦できる様になりました。 

・詩文メモ 「詩文メモはなるべく見ない」から「詩文メモを見ても良い」に変更になりました。 

       吟者の前に据え置きとなる司会台の上に詩文を置いても良い。 

       または従来通りに手に持っても良い。 

東京予選は弁当注文を受け付けます。弁当８００円 弁当申込み締切 ４月２０日(月) 

石童丸吟勉強会 講師:四代心風/受講料２０００円 2 月 12 日(木)１４時～/3 月 12 日(木)１４時～ 
 



館長による個人稽古 (本部にて)各１時間１５分。好きな日時を選んで申込んで下さい(先着順)。

必ず直接の先生か所属の支部長へお声がけを御願いします。稽古費用１回 3000 円 

●吟行会 令和８年山梨吟行会 １泊でのバス旅行 

令和８年４月１２日(日)～１３日(月) テーマ「信玄公菩提寺のお祭り見学と甲斐の国さくら巡り 
なんと４月１２日は武田信玄の命日。菩提寺での祭りを見学して、泊まりは館長お勧めの宿 
「石和温泉常磐ホテル」へ。日蓮上人ゆかりの身延山のしだれ桜や、富士山を望みながらの 

大合吟もお楽しみに。宿泊先：石和温泉常磐ホテル 旅行代：４３，０００円 申込み締切３月１日(日) 

毎月第１木曜日 新Ⅲ編教本の和歌を除いてページ毎に進んで行く

近代詩勉強会 ２月 ５日(木) 　　　 星と花　(４９P)

３月 ５日(木) 　　　 青葉城（５０P）
毎月第４木曜日 三巻吟譜を味方に挑戦の場を広げましょう

三巻勉強会 ２月２６日(木) 10：30/13：30 　　　　　　　正気の歌(後九十行)(２８P)

３月２６日(木) 各回２部制 　　　　　　　燕詩劉備(前半１４行)(３０P)

毎月第４木曜日 新Ⅰ編のテープに沿って絶句２つずつ進む

２月２６日(木) 府西の池(１２６P)　　再び楓橋に至る(１２７P)

３月２６日(木) 焚書坑(１２８P)　　武蔵野を讃う(１３５P)
上記勉強会講師：四代心風　参加費用２０００円　場所：本部　※各回８名まで

１６時～

１３時～

新教本第１編

勉強会

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 月６日(金) ３月６日(金) ①１０時～１１時１５分 ②１１時３０分～１２時４５分 

③１３時～１４時１５分  ④１４時３０分～１５時４５分 ⑤１６時～１７時１５分 

④ 第７回長詩発表会  ５月２３日(土)  深川江戸資料館２階小劇場ホール 
東京都江東区白河 1-3-28 TEL03-3630-8625 都営大江戸線・半蔵門線「清澄白河駅」A3 出口徒歩 5 分 

皆様の意欲のお蔭で大人気の行事となりました。定員一杯申込み終了。 
出吟料 ３０００円   コンダクター前奏のみ  詩文は見ても良い 

予 告  令和８年３月２８日(土) 第２回「詩吟とは」ミニ発表会  入場無料 

本部副幹事長 中村岑風さん主催の解説付きで詩吟をよく分かってもらおうという主旨の 

ミニ発表会です。深川江戸資料館地下１階レクホール 午後１４時開始予定。 

③ 創立７０周年記念「李白吟･松口月城吟コンクール」令和８年３月７日(土) 
月島社会教育会館４Fホール 

李白吟の部 「早に白帝城を発す」 「峨眉山月の歌」 「廬山瀑布を望む」 「山中対酌」 

松口月城吟の部 「名槍日本号※漢詩のみ」 「日を積む」 「岡城址に立つ」 「豪雄義経」 

四段以下の部 「壁に題す」 「海南行」 「勧学(盛年)」 

※詩文は見ても良い※コンダクター前奏のみ ※複数部門への出場も可 

締め切り ２月４日(木) 出吟料４０００円 

弁当の注文を受け付けます。 弁当８００円(お茶付き) 申込み締切 ２月２３日(月) 

☆各部優勝者は７０周年記念大会１０月３１日(土)での出場権を贈呈 

⑤ 四段審査  四代館長によるテープ審査と致します。※ＬＩＮＥ等の音声データ送付も可。 
課題 「失題」「桂林荘雑詠塾生に示す」「和歌 あさみどり」 

 
※音声データ送付先はお問い合わせください。※受験者は所属支部長の了解を得る。 
※コンダクターの前奏を使用する事が望ましいが、無くても可。※テープは返却しない。 
審査実施期間 令和８年２月１日～６月３０日までに届いたテープ及びデータを審査する。 

 
審査結果はテープ・データが届き次第個別に審査し、１週間程度で所属支部長へ伝達する。 

 
⑥ ７０周年記念―原点に帰ろうー 音読と詩吟発表会 ７月３日(金) 日本橋社会教育会館８階ホール 

この度は自分が吟ずる詩を音読して頂いてから吟の発表へ入って頂きます。 
音読も吟詠も詩文は見ても構いません。また詩の長短は問いません。 

「音読百遍意自ずから通ず」石童丸でも良し、自分の好きな吟でも良し、楽しんで臨みましょう。  
定員４５人程度  出吟料３０００円  コンダクター前奏のみ  詩文は見ても良い 


